
モ
ノ
づ
く
り
の
進
む
べ
き
道
新
た
な
日
の
出

ふるいち古都肇氏ダイヘン（幹事会員）執行役員メカトロ事業部長
自
動
化
推
進
付
加
価
値
を
創
造
全自動化へ現場・研究開発部門連携

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
環
境
の
変
化
や
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
、
人
口
問
題
、
新
興
国

の
台
頭
な
ど
、
わ
が
国
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
が
直
面

す
る
問
題
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
産
業
界
も
各
企
業
も

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
大
き
な
変
革
の

先
に
は
「
新
た
な
日
の
出
」
が
待
っ
て
い
る
。
モ
ノ

づ
く
り
日
本
会
議
会
員
企
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
の
リ

ー
ダ
ー
に
「
モ
ノ
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
」
を
聞
く
。

産ロボ年産能力増強

グループの他の事業
所でも自動化が重要
課題。六甲事業所の
ノウハウを活用して
ほしい…と古都さん

コ
ア
は
日
本

　
―
ダ
イ
ヘ
ン
の
事
業
の
中

で
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
溶
接

機
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ

の
立
場
で
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。

　
「
当
社
は
ア
ー
ク
溶
接
機

や
溶
接
に
使
う
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
を
得
意
と
す
る
。
ア
ー

ク
溶
接
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
国
内

シ
ェ
ア
は
４
割
で
、
主
力
生

産
拠
点
は
六
甲
事
業
所

神

戸
市
東
灘
区

。
加
え
て

バ
イ
ロ
ー
カ
ル

ニ
ー
ズ

対
応
で
中
国
の
ダ
イ
ヘ
ン
精

密
機
械

常
熱

で
も
昨
年

小
規
模
な
が
ら
生
産
を
開
始

し
た
」

　
「
海
外
生
産
を
始
め
た
と

は
い
え
、
メ
ー
ン
は
日
本
と

考
え
る
。
中
国
で
は
ハ
ー
ド

の
組
み
立
て
は
行
う
が
、
制

御
な
ど
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ほ

か
、
減
速
機
や
モ
ー
タ
ー
、

基
板
と
い
っ
た
コ
ア
な
部
分

は
日
本
で
生
産
す
る
。
溶
接

機
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
の
製

品
で
の
経
験
か
ら
、
日
本
が

品
質
の
向
上
や
付
加
価
値
の

創
造
を
担
う
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
中
国
は
や
は

り
安
い
製
品
を
生
産
す
る
こ

と
を
得
意
と
し
て
お
り
、
そ

の
製
品
を
受
け
入
れ
る
市
場

も
あ
る
。
そ
の
長
所
を
活
用

す
る
の
が
合
理
的
だ
」

現
場
刷
新

　
―
六
甲
事
業
所
は
、
ダ
イ

ヘ
ン
の
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
「
旧
摂
津
工
場

大
阪
府

摂
津
市
、
閉
鎖

で
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
生
産
を
開
始
し

た
１
９
８
０
年
か
ら
ず
っ
と

人
手
に
よ
り
組
み
立
て
て
い

た
。

年
に
六
甲
事
業
所
へ

移
転
し
て
か
ら
も
そ
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
工
場
が
こ
れ
で

良
い
の
か

と
い
う
こ
と
で

年
度
ご
ろ
か
ら
生
産
現
場

の
自
動
化
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
」

　
「
現
場
の
刷
新
は

年
度

か
ら
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
ロ
ボ

ッ
ト
を
組
み
立
て
る

工
場

を
目
指
し
、
組
み
立
て
作
業

や
加
工
、
搬
送
な
ど
を
自
社

ロ
ボ
ッ
ト
が
行
う
レ
イ
ア
ウ

ト
に
し
た
。
現
在
の
自
動
化

率
は
約
２
割
。
今
後
は
順
次

高
め
て
全
自
動
化
を
目
指

す
。
ケ
ー
ブ
ル
や
ハ
ー
ネ
ス

の
組
み
付
け
作
業
の
自
動
化

が
難
し
く
、
的
確
に
ケ
ー
ブ

ル
の
位
置
を
把
握
で
き
る
セ

ン
サ
ー
技
術
の
研
究
開
発
の

必
要
性
を
感
じ
る
。
こ
の
辺

り
は
研
究
開
発
部
門
と
連
携

し
つ
つ
、
腰
を
据
え
て
取
り

組
み
た
い
」

　
「
ま
た
、
４
月
に
は
自
社

の
非
接
触
給
電
技
術
を
使
っ

た
無
人
搬
送
車

Ａ
Ｇ
Ｖ

を
ラ
イ
ン
内
で
使
う
。
液
晶

・
半
導
体
製
造
工
程
で
使
う

搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
も
活

用
し
た
い
考
え
で
、
溶
接
機

と
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
を
扱
う

メ
カ
ト
ロ
事
業
部
以
外
の
事

業
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
採
り
入

れ
て
い
き
た
い
」

　
―
自
動
化
を
進
め
る
上
で

難
し
か
っ
た
点
は
。

　
「
か
ね
て
人
手
で
生
産
し

て
い
た
た
め
、
現
場
の
反
応

が
良
く
な
か
っ
た
。

全
責

任
を
取
る
か
ら
、
と
に
か
く

自
動
化
に
必
要
な
要
素
を
洗

い
出
せ

と
追
い
立
て
、
自

動
化
が
本
当
に
難
し
い
部
分

や
具
体
的
な
課
題
を
抽
出
し

た
。
意
欲
の
変
革
を
含
め
、

準
備
に
は
時
間
が
か
か
っ
た

と
思
う
。
だ
が
、
基
礎
と
も

い
え
る
現
場
側
か
ら
の
問
題

抽
出
が
な
け
れ
ば
、
設
計
や

開
発
へ
情
報
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
設
計
開
発

と
現
場
双
方
が
や
り
と
り
し

な
が
ら
進
め
て
い
た
ら
、
も

っ
と
時
間
が
か
か
っ
て
い
た

と
思
っ
て
い
る
」

シ
ョ
ー
ル
ー
ム

　
―
自
動
化
の
効
果
は
。

　
「
当
初
の
狙
い
通
り
、
自

動
化
で
年
産
能
力
を
増
強
で

き
た
。
着
手
前
は
年
産
７
０

０
０
台
で
、
現
在
は
同
約
１

万
台
に
な
っ
た
。
加
え
て
、

自
動
化
で
人
手
が
要
ら
な
く

な
っ
た
分
、
約
４
０
０
人
い

た
生
産
の
人
員
か
ら
約

人

を
営
業
や
開
発
に
振
り
向
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
生
産
コ

ス
ト
削
減
を
含
め
、
グ
ル
ー

プ
内
で
の
貢
献
度
は
高
い
と

自
負
す
る
。
さ
ら
に
、
現
場

か
ら
出
し
た
開
発
者
か
ら
自

動
化
に
マ
ッ
チ
し
た
要
素
を

盛
り
込
ん
だ
製
品
を
開
発
し

て
も
ら
え
る
と
期
待
し
て
い

る
。
現
場
を
知
る
人
間
な

ら
、
従
来
よ
り
自
動
化
推
進

に
向
く
ア
イ
デ
ア
が
出
る
は

ず
だ
」

　
「
ま
た
、
六
甲
事
業
所
は

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
役
目
を

担
っ
て
い
る
。
ダ
イ
ヘ
ン
の

多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ア
ー

ク
溶
接
向
け
に
特
化
し
過
ぎ

た
せ
い
で
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
と

い
う
認
知
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
ダ
イ
ヘ
ン
が
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
を
手
が
け
て
い
る
こ

と
も
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
。
今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
販

売
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
伸
長
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
中
、
我
々

の
技
術
で
何
が
で
き
る
か
を

周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
最
も

重
要
だ
。
ダ
イ
ヘ
ン
の
ロ
ボ

ッ
ト
が
ア
ー
ク
溶
接
用
途
以

外
で
活
躍
す
る
姿
を
六
甲
事

業
所
で
見
て
も
ら
い
、
ユ
ー

ザ
ー
側
の
生
産
現
場
で
ど
う

自
動
化
に
貢
献
で
き
る
か
の

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

ダ
イ
ヘ
ン
グ
ル
ー
プ
の
他
の

事
業
所
で
も
自
動
化
が
重
要

課
題
。
自
動
化
推
進
に
六
甲

事
業
所
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
ほ
し
い
」

モノづくり日本会議

　
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
世
界
大
会
実
行
委
員
会

全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
協
会
、
日
刊
工
業
新
聞
社
な
ど
で
構

成

は
２
月

日
、
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル

横
浜
市
中
区

で
「
全
日
本
製
造
業
世
界
コ
マ
大
戦
２
０
１
５
」
を
開
い
た
。

モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
も
協
力
す
る
同
大
会
に
は
、
国
内
予
選
５
ブ
ロ
ッ
ク

東
日
本
、
南
関
東
、
中
日
本
、
近
畿
、
西

日
本

な
ど
を
勝
ち
抜
い
た

チ
ー
ム
と
海
外
６
カ
国

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
ボ
リ
ビ
ア
、
米

国

チ
ー
ム
が
、
世
界
で
最
も
強
い
コ
マ
の
称
号
を
目
指
し
て
参
戦
。
約
２
０
０
０
人
が
戦
い
を
見
守
る
中
、
中
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過
の
「
審
議
隊
ト
ミ
ー
＆
マ
ツ

有
限
会
社
カ
ジ
ミ
ツ

」

愛
知
県
半
田
市

が
世
界
一
に
輝

き
、
準
優
勝
は
「
サ
ン
ト
ソ
・
テ
ク
ニ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
　
Ｓ
Ｔ
Ｉ
チ
ー
ム
」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

。
東
日
本
ブ
ロ

ッ
ク
２
位
通
過
の
「
株
式
会
社
岩
沼
精
工
」

宮
城
県
岩
沼
市

が
３
位
と
な
っ
た
。

▲
世
界
の
頂
点
を
目
指
し
て
、

チ
ー
ム
が
直
径
２

の
コ

マ
に
思
い
を
託
し
た

奇抜な形状にギャラリーが集まるカジミツのコマ
「天下布武」
優勝したコマ「天下布武」。スタンドにセットさ
れている中央の円柱が本体

世界コマ大戦

２
９
チ
ー
ム
熱
き
思
い
激
突

世
界
一
に
カ
ジ
ミ
ツ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
チ
ー
ム
が
準
優
勝

世界トップ３
に輝いたチー
ムのメンバー
（右から４人
目がカジミツ
の松宮社長）

■
　初
の
世
界
大
会

　
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦

は
、
中
小
企
業
が
作
っ
た
直

径
２

の
け
ん
か
ゴ
マ

を
、
同
２
５
０

の
土
俵

上
で
戦
わ
せ
る
大
会
。
相
手

よ
り
長
く
回
る
か
、
相
手
を

土
俵
外
へ
飛
ば
せ
ば
勝
ち
。

２
０
１
２
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
全
国
大
会
を
２
回
実
施

し
た
が
、
世
界
大
会
は
初
。

冒
頭
、
世
界
大
会
実
行
委
員

長
の
緑
川
賢
司
全
日
本
製
造

業
コ
マ
大
戦
協
会
会
長
は

「
企
画
か
ら
１
年
半
。
多
く

の
意
見
を
得
て
実
現
で
き

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

■
　勝
因
は
い
ろ
い
ろ

　
開
会
宣
言
で
、
実
況
の
椙

田
祐
司
氏

エ
コ
ッ
ク
ス
社

長
、
静
岡
県
沼
津
市

が
叫

ん
だ
「
精
度
が
勝
つ
か
？
デ

ザ
イ
ン
が
勝
つ
か
？
そ
れ
と

も
、
熱
き
思
い
が
勝
つ
の
か

？
」
の
言
葉
の
通
り
、
各
チ

ー
ム
は
精
度
や
デ
ザ
イ
ン
、

ア
イ
デ
ア
と
思
い
を
コ
マ
に

注
ぎ
込
ん
だ
。

　
審
議
隊
ト
ミ
ー
＆
マ
ツ
の

「
天
下
布
武
」
は
タ
ン
グ
ス

テ
ン
製
の
円
筒
状
の
本
体
に

モ
ー
タ
ー
と
ベ
ア
リ
ン
グ
、

乾
電
池
を
内
蔵
し
、
ス
イ
ッ

チ
で
動
く
。
一
見
す
る
と
金

属
棒
だ
が
、
底
面
に
微
妙
な

弧
状
を
施
し
た
。
回
転
状
態

で
土
俵
に
置
く
の
で
失
投
せ

ず
、
１
９
０
・
１

の
重
量

感
で
相
手
の
攻
撃
を
退
け

た
。
カ
ジ
ミ
ツ
の
松
宮
政
美

社
長
は
「
コ
マ
と
い
え
ば
こ

の
形
と
い
う
概
念
を
我
々
は

持
た
な
い
。
精
度
だ
け
で
な

く
ア
イ
デ
ア
で
勝
つ
コ
マ
を

目
指
し
た
」
と
強
調
し
た
。

■
　徹
底
研
究

　
Ｓ
Ｔ
Ｉ
は
日
本
の
コ
マ
を

徹
底
研
究
し
、
２
カ
月
で
コ

マ
を

個
試
作
。
超
硬
合
金

製
で
低
重
心
の
本
体
に
突
起

を
つ
け
た
「
ス
マ
ー
ト
ボ
ン

バ
ー
」
で
臨
ん
だ
。
決
勝
で

は
投
げ
つ
け
の
戦
法
で
、
天

下
布
武
に
土
を
付
け
る
健
闘

ぶ
り
。
回
し
手
の
テ
ィ
ト
ア

デ
ィ
サ
ソ
ン
コ
さ
ん
は
「
機

会
が
あ
れ
ば
ま
た
出
た
い
」

と
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
役
の
谷

川
逸
夫
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
型

工
業
会
事
務
局
長
は
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は

自
分
で
考

え
る
モ
ノ
づ
く
り

が
根
付

い
て
い
な
い
。
コ
マ
は
シ
ン

プ
ル
で
、
負
け
た
ら
改
善
策

を
考
え
る
動
機
づ
け
に
な

る
。
大
戦
で
の
経
験
を
い
つ

も
の
モ
ノ
づ
く
り
に
も
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
コ
マ
大
戦

を
通
じ
た
同
国
製
造
業
の
成

長
に
期
待
し
た
。

　
岩
沼
精
工
も
突
起
の
つ
い

た
「
岩
沼
魂
」
で
３
位
入

賞
。
名
前
に
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す

熱
い
思
い
を
込
め
た
。
同
社

は
津
波
で
床
上
１
・
５

の

浸
水
被
害
を
受
け
、
設
備
や

建
屋
が
損
壊
し
た
が
、

年

６
月
に
全
面
再
稼
働
。
「
岩

沼
精
工
の
名
前
と
、
復
旧
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

千

葉
厚
治
社
長

と

年
か
ら

参
戦
し
た
。
世
界
大
会
で
は

優
勝
を
目
標
に
仮
想
敵
を
作

り
、
前
日
ま
で
形
状
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
た
。

　
高
校
生
チ
ー
ム
３
組
は
全

て
初
戦
突
破
と
健
闘
し
、
低

重
心
・
重
量
級
の
コ
マ
で
臨

ん
だ
「
Ｗ
Ｅ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　

旋
盤
！
奈
良
朱
雀
高
校
」
は

準
決
勝
に
進
出
し
た
。
一
方

で
、
胴
体
が
広
が
り
相
手
を

飛
ば
す
コ
マ
で
優
勝
候
補
と

目
さ
れ
た
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
の
斉
藤
プ
レ
ス

千
葉

県
鎌
ケ
谷
市

、
西
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
の
キ
ャ
ス
テ
ム

広
島
県
福
山
市

は
一
回

戦
敗
退
と
波
乱
の
展
開
。
斉

藤
プ
レ
ス
の
回
し
手
、
金
子

健
さ
ん
は
「
た
だ
無
念
」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

■
　コ
マ
を
通
し
て
　

　
　世
界
と
つ
な
が
れ

　
緑
川
会
長
は
、
コ
マ
大
戦

は
あ
く
ま
で
手
段
と
言
い
切

る
。
「
目
的
は
コ
マ
を
通
し

た
参
加
者
同
士
の
出
会
い
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
仕
事
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
だ
」
。
大

手
メ
ー
カ
ー
の
生
産
機
能
の

海
外
移
転
な
ど
が
進
み
「
中

小
企
業

下
請
け
」
の
構
図

が
崩
れ
、
中
小
企
業
は
厳
し

い
生
存
競
争
に
さ
ら
さ
れ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
マ
を

通
じ
た
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
、
経
済
の
活
性
化

の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
実
際
、

年
か
ら

参
加
す
る
斉
藤
プ
レ
ス
は
、

大
戦
で
出
会
っ
た
企
業
と
仕

事
を
融
通
し
て
い
る
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
日
本

勢
・
海
外
勢
が
戦
っ
た
の
と

同
時
に
コ
マ
談
義
や
事
業
の

話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
将

来
、
国
際
的
に
仕
事
を
や
り

と
り
す
る
参
加
チ
ー
ム
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
緑

川
会
長
は
「
次
回
の
世
界
大

会
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
２

０
２
０
年
に
開
き
た
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

（ ） 　　 ２０１５年 平成２７年 ３月１９日 木曜日 　　


